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１．本研究の観光研究における意義 

２．質問１ 今回の論文について 

３．質問２ 今後の展開について 



本研究の観光研究における意義 

①観光研究は、重要な分野であるとされながら、観光統
計などの整備がなかなか進んでいない。 

 その中で、「大川木工まつり」にて、アンケート調査を
実施し、ローデータを取り、丁寧に整理を行っている点。 

②現在、様々な学会で、観光研究が行われている。 

 観光、という現象については、文化・社会的な要素や
環境に関する要素、心理、コミュニケーション的な要素
など、様々な要素が関わってくる。 

 そのため、変数を定めたり、量的な研究が難しい。そ
の中で本研究は意欲的な挑戦と言える。 



質問１ 今回の論文について 

①「大川木工まつり目的で来た人」 

→「大川木工まつりのみを目的として来た人」や 

「大川木工まつりを主な目的として来た人」の方が 

正確では？ 

②2つのイベントは性質が異なると言っているが、 

説明なしにデータを統合しても問題無いかどうか 

③購入したかどうか、については、どの段階でアン
ケート調査に回答したかによっては事実を反映して
いない可能性がある。 



質問１ 今回の論文について 

⑤理論的背景、研究の位置づけはどうなるのか 

④CMの本数を変数に入れているが、来場者がどの

ようなメディアを情報源としているのかは実証データ
があるかどうか 



質問２ 今後の展開について 

①満足度を上げることが、果たして目的にかな
うのか。リピーターを増やすためには、ある種の
満足は与えつつ、ある種の不満を残すことが求
められるのではないか。 

②個人のブログ、ホームページ、twitterや
Facebookなどのマイクロブログなど、CGM的な
情報発信が集客にどの程度効果があるか、と
いうことは計測できるか。それをやっていく予定
はあるか。 

 


